
 

 

 

 

 

１ 単元について 

【単元観】 

 本単元は小学校学習指導要領（平成 29年）外国語活動（２）「話すこと〔やり取り〕」イ「自分のこと

や身の回りの物について，動作を交えながら，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現

を用いて伝え合うようにする。」を受けて設定している。これまで外国語活動で慣れ親しんできた語句

を活用し，新しく習う“What do you want～？”を使って友達に欲しい物を尋ねたり，“I want～”を

使って友達に欲しい物を言ったりすることを通して，双方向で感情や情報について伝え合う力の素地を

養うことを目標にしている。単元末に，先生たちの好きなピザセットを作って，紹介し合ったりプレゼ

ントしたりする活動を行う。先生たちに喜んでもらうために，グループごとのお店へ行って店員とやり

取りすることで，ピザ，サイドメニュー，飲み物，デザートを集めてセットを作る。これらの活動を通

して，本単元の“What do you want～？”と“I want～”の表現に慣れ親しむことができる単元であ

る。 

 

【児童観】 

 本学級の児童は，第１学年時に年間７時間，第２学年時に年間 10 時間（裁量），第３学年時に年間 35

時間の外国語活動を学んできている。 

本学級の児童にアンケートを取った結果，外国語活動が好きと答えた児童は 78％，もっと外国語を話

してみたいと思う児童は 100%，外国語でのやり取りを楽しいと思う児童は 96％であった。 

 外国語に親しんでいる児童は積極的に発言し取り組むことができる一方，外国語に苦手意識をもつ児

童もおり，簡単な質問においても答えることができない児童もいる。毎朝外国語の Small talk を練習

したり，外国語活動の授業においてチャンツを繰り返したり，何回もやり取りを練習していく中で，徐々

に安心して外国語の表現を使ったやり取りができるようになってきている。分からない時には友達に聞

いたり先生に聞いたりしながら自分で言ってみたいと思う児童もいる。 

 

【指導観】 

 指導に当たっては，以下の点のことに留意して進めていく。 

 一つ目は，外国語への苦手意識をなくすため取り組む活動として，“What do you want?”“I want ～.”

の表現を繰り返し授業で使い慣れ親しむようにすることである。第１時から “What do you want?”“I 

want ～.”の表現を使ったチャンツをすることで,抵抗なく本単元で習得する表現を使えるようにする。 

 二つ目は，やり取りに必然性をもたせるために，「以前授業に来てくれたエリック先生やお世話にな

っている先生たちにピザセットをフォー・ユーする」という言語活動を設定する。「フォー・ユーする」

ために必要な材料を“What do you want?”“I want ～.”を使って集めることで，友達とやり取りをす

る必然性が生まれてくる。また，本時では先生たちにメニューの中から“What do you want?”と質問

し，好きなピザやサイドメニューなどを選んでもらい，それぞれの先生たちの好みに合ったピザセット

を作るということでやり取りの必然性も生まれる。児童の必然性が，単元を通して継続するよう活動を
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仕組んでいく。また，単元の初めに食材の言葉を学習するが，ピザの食材をたくさんは提示せず，自分

たちがそれぞれの先生にアンケートをとって出てきた食材を出していくことで，児童の学習に対する意

欲を高められるようにする。 

 

２ 単元の目標 

○ 食材の言い方や，欲しい物を尋ねたり要求したりする表現に慣れ親しみ，欲しい食材カードなど

を尋ねたり要求したりするとともに，相手に配慮しながら自分の考えたオリジナルメニューを伝え

合うことができるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

〇ゆっくりはっきり話さ

れた際に食材を表す言葉

や欲しい物を要求したり

尋ねたりする表現を聞く

ことに慣れ親しんでいる。 

〇オリジナルメニューを作

る参考にするために，食材

の言い方や欲しい物を尋ね

たり要求したりする話を聞

いて意味が分かっている。 

〇複数単元にまたがって評価

を行うため，次の単元で記録

に残す評価を行うこととす

る。 

話
す
こ
と
【
や
り

取
り
】 

〇食材の言い方や欲しい

物を要求したり尋ねたり

する表現に慣れ親しんで

いる。 

〇ピザセットを作るため

に，相手に伝わるように工

夫しながら，欲しい物を尋

ねたり答えたりして，お互

いの考えや気持ちなどを伝

え合っている。 

〇ピザセットを作るために，

相手に伝わるように工夫し

ながら，欲しい物を尋ねたり

答えたりして，お互いの考え

や気持ちなどを伝え合おう

としている。 

 

４ 単元ゴール 

オリジナルピザセットをフォー・ユー！先生たちの好みに合わせたピザセットを作ってプレゼン

トをしよう。 

コミュニケーション

の目的・場面・状況 

先生たちのために，好きな食べ物などを伝え合って相手の好みを知り，相手の

好きな食材を集めてオリジナルピザやピザセットの作成と紹介を行う。 

目指す発話例 

【食材集め】A: Hello.  B: Hello. 

  A: What do you want?  B: I want (potatoes), please. 

A: OK.(potatoes) How many?   B: (Two), please.  

A: Here you are.   B: Thank you. 

【メニュー紹介】A:This is “〇〇sensei’s Pizza set”.   

Sweet pizza, French fries, orange juice and ice cream. 

  Do you like this pizza set?  

B：Yes, I do. Thank you. 

A：OK. Here you are. See you. 

B：See you. 

 

 

 

 

５ 言語材料（下線は新出） 



主な表現 主な語句 

What do you want?  I want (potatoes), 

please.  How many?   (Two), please.  

Here you are.  Thank you. 

［既出］What's this?  It's (a fruit). Do 

you have (a pen)?  Do you like 

(blue)?  Yes, I do. / No, I don't.  I 

[have / don't have] (a pen).   

〇 果 物 (peach, banana, apple, pineapple, orange, 

cherry) ，野菜  (vegetable, onion, mushroom, green 

pepper, tomato, potato, cabbage, corn),  食べ物 (pizza , 

chicken,  beef, salami, bacon, sausage, cheese, eggs)，

デザート（ice cream, chocolate cake, pudding, apple 

pie）サイドメニュー（fry, French fry, corn, salad）

飲み物（orange juice, coke, coffee, apple juice） 

６ 単元計画（全５時間） 

時 目標◆と主な活動〇 評価規準（方法） 

1 

〇単元のゴールを知る。 

〇野菜や果物がほしい時の言い方を知る。 

〇ピザのテーマを決める。 

・ゆっくりはっきり話された際に食材

を表す言葉や欲しい物を要求したり尋

ねたりする表現を聞くことに慣れ親し

んでいる。【知】 

2 

〇オリジナルピザを作る。 

〇作ったピザを紹介し合う。 

・オリジナルメニューを作る参考に

するために，食材の言い方や欲しい物

を尋ねたり要求したりする話を聞い

て意味が分かっている。【思】 

3 

〇セットメニューを考える。 

 

 

 

 

・食材の言い方や欲しい物を要求し

たり尋ねたりする表現に慣れ親しん

でいる。【知】 

4 

本

時 

〇先生たちの好みに合わせたピザセットを作る。 

 

・ピザセットを作るために，相手に伝

わるように工夫しながら，欲しい物を

尋ねたり答えたりして，お互いの考え

や気持ちなどを伝え合っている。【思】

（行動観察，振り返りカード） 

5 

〇ピザセットを紹介し合う。 

 

 

 

・ピザセットを作るために，相手に伝

わるように工夫しながら，欲しい物を

尋ねたり答えたりして，お互いの考え

や気持ちなどを伝え合おうとしてい

る。【主】 

【What do you want?  I want~.】 

peach, banana, apple, pineapple, orange, cherry, 

vegetable, onion, mushroom, green pepper, tomato, 

potato, cabbage, corn, pizza, chicken, beef, salami, 

bacon, sausage, cheese, eggs 

【What do you want?  I want~.】 

【How many~?】 

【What do you want?  I want~.】 

【What do you like?    I like~.】 

【What do you want?  I want~.】 

【What do you want?  I want~.】 

【What do you like?    I like~.】 



７  本時の学習 （第４時） 

（１）本時の目標 

・先生たちの好みに合わせたピザセットを作るために，相手に伝わるように工夫しながら，欲し

い物を尋ねたり答えたりして，お互いの考えや気持ちなどを伝え合ったりする。                                    

（２）準備物 

タブレット，センテンスカード 

（３）学習の展開 

過 

程 
学習活動 

指導上の留意事項（◇） 
◆「努力を要する」状況と判断した 

児童への指導の手立て  

評価規準 

（評価方法） 

導 

 

入 

○挨拶 

・挨拶をする。（指導者と・ペアで） 

・曜日，日付，天気を言う。 

 

 

〇【Let’s chant】What do you want? 

〇オリジナルピザを，それらに合うサ

イドメニューを組み合わせてピザセッ

トを作ることを確認し，めあてを決め

る。 

 

◇はっきりとした声で，気持ちのよい挨拶

を交わす。 

◇日直と児童全体，児童のペアでのやり取

りを行わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

〇今日の活動の流れを確認する。 

 

○「ピザやサイドメニューの名前を復

習しよう」 

・メニューに出てくる食品の名前を確

認する。 

 

〇「食品をもらう言い方の練習をしよ

う。」 

・指導者とのやり取りで確認する。 

 

 

 

 

○「カスタマーとオーナーに分かれて

サイドメニューを尋ねたり買ったりし

よう。」 

・グループ内で誰が何を売るかを決め

ておく。 

・買う側になったときには，何を買うか

も決めておく。 

・役割を交代してやり取りを行う。 

 

 

 

 

 

◆活動の見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

◆実際に食品名を入れて欲しい物をもらう

時の言い方を練習することで，実際のやり

取りで活用できるようにする。 

◇リアクションやアイコンタクト，話すス

ピード，同じ言葉を繰り返す等グッドコミ

ュニケーションスタイルをおさえる。 

 

◇事前に決めていたフォー・ユーする先生

たちにどんなサイドメニュー，ドリンク，デ

ザートが好きか質問をしてから，ショップ

に買いに行かせる。その後，ピザセットがで

きたら，先生たちにフォー・ユーしに行く。 

◆接客が難しい場合は，やり取りの流れを

確認できるように貼っておく。 

◇前半が終わった後に，GCSを意識してでき

たか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ピザセット

を 作 る た め

に，相手に伝

わるように工

夫しながら，

欲しい物を尋

ねたり答えた

りして，お互

いの考えや気

持ちなどを伝

え 合 っ て い

る。 

【思】（行動観

察・振り返り） 

先生たちの好みに合わせたピザセットを作ろう。 

。 

★【目指す児童の姿】 

A：What do you want? 

B：I want( orange juice ),please. 

A：Orange juice.OK. 

Here you are. See you. 

B：Thank you. See you.  

 



ま

と

め 

○本時の活動をふり返る。 

・振り返りカードを書く。 

・振り返りを交流する。 

 

 

 

 

○挨拶をする。 

◇児童が相手に伝わりやすいようにはっき

りとした声で，メニューを尋ねたり答えた

りしてやり取りをしていた様子を評価す

る。 

 

 

 

（４）板書計画 

 

   

 

 

A:Hello. 

A:What do you want? 

A:〇〇pizza. OK. 

  Here you are. 

Wednesday November 10th

, 

Today’s goal先生たちの好みに合わせたピザセットを

作ろう。 

 

sunny 

★【目指す児童の振り返りの姿】 

○友達が欲しいメニューを正確に聞き取って，反応することができた。 

○先生たちの好みに合わせたメニューを考えて買うことができた。 

 

B:Hello. 

B;I want 〇〇pizza,please. 

 

B:Thank you. See you. 

 

買うもの 

・ピザ 

・サイドメニュー 

・ドリンク 

・デザート 


